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１．研究計画の概要 
(1) 西アフリカの小国シエラレオネでは、
1991 年から 2002 年にかけて激しい内戦が
展開された。そして、その過程のなかで、少

年たちがゲリラに誘拐されて児童兵にさせ

られたり、少女たちがゲリラ兵の「妻」とし

て事実上の性的虐待を受けたりするなどの

深刻な人権侵害状況が広範にみられた。また、

ゲリラ兵が一般市民の四肢を切断するとい

う衝撃的で残虐な暴力行為が繰り返された。

さらに、マリファナ、ヘロイン、コカインな

どの薬物が戦闘員や若者の間で広く使用さ

れた。こうした内戦下での暴力や薬物使用は、

児童をはじめとする様々な社会階層の人々

に身体的な傷や障害はもちろん、トラウマ、

心的外傷後ストレス障害（PTSD）、神経症
といった多くの心の問題を残した。そして、

紛争後の今日、戦闘員と非戦闘員にかかわり

なく、その心のケアが精神保健上のひとつの

重要な課題となっている。 
(2) ところが、紛争後のシエラレオネでは、
紛争前よりも精神保健サービスに対するニ

ーズが一層高まっているにもかかわらず、従

来からみられたわずかばかりの精神保健関

連施設は内戦によって大きな被害を受けて

おり、同国唯一の公立精神科病院が運営を再

開したとはいえ、いまだかなり限定的なサー

ビスを提供しているにすぎない。 
(3) 本研究の目的は、精神保健サービスの必
要がこれまで以上に高まりつつあるにもか

かわらず、その提供が極めて限定的な状況に
ある紛争後のシエラレオネに注目し、地域研
究的な視点から、特に同国都市部の精神保健
の現状とそのサービス向上のあり方に関す
る複合科学的な基礎調査を実施することに
ある。 
(4) 具体的には、本研究では、首都フリータ
ウンといったシエラレオネ都市部に焦点を
絞り、同国に現存する唯一の精神医療機関で
ある「シエラレオネ精神科病院」（Sierra 
Leone Psychiatric Hospital）と、やはり同
国のほぼ唯一の民間精神保健リハビリテー
ション施設である「シティ・オブ・レスト」
（The City of Rest）の 2つの施設を調査拠
点にしながら、精神保健をめぐる以下の諸項
目の実状について明らかにする。 
 
1) 精神保健の「サービス提供者」（シエラレ
オネ精神科病院、シティ・オブ・レスト）
の現状とニーズ 

2) 精神保健の「当事者」（入院患者、外来患
者、施設入所者、薬物依存症者など）の現
状とニーズ 

3) 精神保健の「家族」の現状とニーズ 
4) 薬物（マリファナ、ヘロイン、コカインな
ど）の流通・規制・汚染状況 

5) 精神保健関連の法制度とプライマリ・ヘル
ス・ケアの取り組み 

6) 精神医療従事者の養成体制と向精神薬の
種類・流通・価格 

7) 伝統的治療者の実践活動 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 2007年度については、まず 7月にイギリ
スに出張し、植民地期シエラレオネの精神保
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健に関する史料を収集した。また、8 月から
9 月にかけてシエラレオネで最初の現地調査
を実施し、フリータウンにあるシエラレオネ
精神科病院とシティ・オブ・レストの 2つの
施設を調査拠点にしながら、同国都市部の精
神保健状況に関する聞き取り調査および資
料・データ収集を行った。また、シエラレオ
ネ大学関係者の協力をえて、精神疾患の治療
実践を専門とする伝統的治療者に対する聞
き取り調査も実施した。さらに年度後半には、
収集した情報やデータの整理・分析を実施し
た。 
(2) 2008年度については、8月から 9月にか
けてシエラレオネで現地調査を再度実施し、
シエラレオネ精神科病院とシティ・オブ・レ
ストを調査拠点にしながら、同国都市部の精
神保健状況に関する聞き取り調査およびデ
ータ収集を行った。また、カトリック系団体
の「ファティマ・インスティチュート」
（Fatima Institute）がシエラレオネ北部の
都市マケニに近年開設した精神科クリニッ
クを訪問し、同クリニックにおける治療およ
び支援活動に関する情報を収集した。さらに
2009 年 2 月から 3 月にかけて再びシエラレ
オネを訪問し、前述した 3つの精神保健関連
機関においてフォローアップのための現地
調査を実施した。 
(3) 2009年度については、9月にシエラレオ
ネで現地調査を実施し、精神保健状況に関す
る聞き取り調査およびデータ収集を継続実
施した。また、2010 年 2 月から 3 月にかけ
て再度シエラレオネを訪問し、フォローアッ
プのための調査を行った。 
 
３．現在までの達成度 
①研究のための「インプット」（情報・デー
タの収集）については、ほぼ当初の計画どお
りに進展している。 
（理由） 
 上述のとおり、過去 3年間にイギリスでの
植民地期史料収集のための調査を 1回、シエ
ラレオネでの資料収集・聞取り調査を計 5回
実施してきた。この結果、当初計画していた
7 つの具体的な調査項目──1)サービス提供
者、2)当事者、3)家族、4)薬物、5)精神保健
制度とプライマリ・ヘルス・ケア、6)医療従
事者育成制度と向精神薬流通、7)伝統的治療
者──のほぼすべてに関して相当程度の情
報・データ収集をすることができた。特に、
当事者については、シティ・オブ・レストに
おいて 30 名程度を対象にして質的および量
的な調査を実施し、精神障害者や薬物依存者
のライフヒストリーの詳細な聞取りなどを
行うことができた。 
 
②研究の「アウトプット」については、その
進捗に若干の遅滞がみられる。 

（理由） 
 他方、現地調査などによる資料・データの
収集といった、研究のための「インプット」
ではなく、そこでえられた情報・データをも
とに研究成果を公表していく「アウトプッ
ト」のプロセスについては、当初の見込みよ
りも若干の遅滞がみられた。研究代表者・分
担者は、これまで毎年のように論文や図書を
発表してきたものの、諸般の事情により学会
での口頭発表はまだ実施できていない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 研究の「インプット」に関しては、最終
年度となる 2010 年度についても、これまで
と同様に継続実施していきたい。 
(2) 他方、研究の「アウトプット」がこれま
で若干遅滞してきたことを考慮し、今後は最
終報告書の作成、さらなる論文・図書の執筆
と公表、学会における口頭発表などをより一
層精力的に実施したい。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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